
横浜市鶴見消防団 横浜市鶴見消防署総務・予防課 045-503-0119
横浜市神奈川消防団 横浜市神奈川消防署総務・予防課 045-316-0119
横浜市西消防団 横浜市西消防署総務・予防課 045-313-0119
横浜市中消防団 横浜市中消防署総務・予防課 045-251-0119
横浜市南消防団 横浜市南消防署総務・予防課 045-253-0119
横浜市港南消防団 横浜市港南消防署総務・予防課 045-844-0119
横浜市保土ケ谷消防団 横浜市保土ケ谷消防署総務・予防課 045-342-0119
横浜市旭消防団 横浜市旭消防署総務・予防課 045-951-0119
横浜市磯子消防団 横浜市磯子消防署総務・予防課 045-753-0119
横浜市金沢消防団 横浜市金沢消防署総務・予防課 045-781-0119
横浜市港北消防団 横浜市港北消防署総務・予防課 045-546-0119
横浜市緑消防団 横浜市緑消防署総務・予防課 045-932-0119
横浜市青葉消防団 横浜市青葉消防署総務・予防課 045-974-0119
横浜市都筑消防団 横浜市都筑消防署総務・予防課 045-945-0119
横浜市戸塚消防団 横浜市戸塚消防署総務・予防課 045-881-0119
横浜市栄消防団 横浜市栄消防署総務・予防課 045-892-0119
横浜市泉消防団 横浜市泉消防署総務・予防課 045-801-0119
横浜市瀬谷消防団 横浜市瀬谷消防署総務・予防課 045-362-0119
川崎市臨港消防団 川崎市臨港消防署予防課 044-299-0119
川崎市川崎消防団 川崎市川崎消防署予防課 044-223-0119
川崎市幸消防団 川崎市幸消防署予防課 044-511-0119
川崎市中原消防団 川崎市中原消防署予防課 044-411-0119
川崎市高津消防団 川崎市高津消防署予防課 044-811-0119
川崎市宮前消防団 川崎市宮前消防署予防課 044-852-0119
川崎市多摩消防団 川崎市多摩消防署予防課 044-933-0119
川崎市麻生消防団 川崎市麻生消防署予防課 044-951-0119
相模原市消防団 相模原市消防局消防総務課 042-751-9116
横須賀市消防団 横須賀市消防局総務課 046-821-6459
平塚市消防団 平塚市消防本部消防救急課 0463-21-9729
鎌倉市消防団 鎌倉市消防本部消防総務課 0467-44-0985
藤沢市消防団 藤沢市消防局警防課 0466-50-3577
小田原市消防団 小田原市小田原消防署消防課 0465-49-4603
茅ヶ崎市消防団 茅ヶ崎市消防本部警防救命課 0467-85-9945
逗子市消防団 逗子市消防本部消防総務課 046-871-4325
三浦市消防団 三浦市防災危機対策室 046-882-1111
秦野市消防団 秦野市消防本部警防課 0463-81-7992
厚木市消防団 厚木市消防本部消防総務課 046-223-9366
大和市消防団 大和市消防本部警防課 046-260-5776
伊勢原市消防団 伊勢原市消防本部警防課 0463-95-9144
海老名市消防団 海老名市消防本部消防総務課 046-231-0394
座間市消防団 座間市消防本部警防課 046-256-2412
南足柄市消防団 南足柄市防災安全課 0465-73-8012
綾瀬市消防団 綾瀬市消防本部消防総務課 0467-76-2113
葉山町消防団 葉山町消防本部消防総務課 046-876-0146
寒川町消防団 寒川町町民安全課 0467-74-1111
大磯町消防団 大磯町消防本部消防総務課 0463-61-0911
二宮町消防団 二宮町消防本部消防課 0463-72-0015
中井町消防団 中井町地域防災課 0465-81-1110
大井町消防団 大井町防災安全課 0465-85-5002
松田町消防団 松田町安全防災担当室 0465-84-5540
山北町消防団 山北町地域防災課 0465-75-3643
開成町消防団 開成町地域防災課 0465-84-0326
箱根町消防団 箱根町消防本部消防総務課 0460-82-4512
真鶴町消防団 真鶴町総務防災課 0465-68-1131
湯河原町消防団 湯河原町消防本部消防総務課 0465-60-0178
愛川町消防団 愛川町消防本部消防課 046-285-3131
清川村消防団 清川村総務課 046-288-1212

【消防団】 【電話番号】【担当部署】

消防団とは
消防団は、普段は別の仕事などをしながら、消火・救助活動、防火啓発
活動などを行う地域住民等で構成される市町村の消防機関です。

どんな人が消防団に入れるの？
主に地域に在住、または在勤・在学の18歳以上の方が入団できます。
消防団には、会社員や自営業、公務員など働きながら活動される方や、
学生や女性など様々な方が活躍しています。

消防団の活動
消防団は、地域の安全・安心を支える地域防災の要です。
災害時だけではなく、平常時の防災活動など多岐に渡って地域に貢献
しており、また、女性の活躍も増えています。

1 消火・救助活動訓練
消火の基本的な操作の習得や放水・救助活動
などの訓練により、いざという時に備えます。

2 応急手当の指導・救命講習・避難訓練の
 お手伝い
ＡＥＤの使い方などを学び、地域の方に教えたり、
小学校などで避難訓練のお手伝いをします。

3 防火・防災の広報活動
地域の方に、火災予防や防災知識の広報を行います。

平常時

地震や風水害といった災害時には、初期消火をはじめ、住民の安否確認、避難誘
導、避難所の運営支援など、様々な場面で消防団が活躍します。

災害時

消防団の基礎データ （令和６年４月１日現在）

神奈川県内には57の消防団があり、現在17,533人
（うち女性1,871人）の消防団員が所属しています。
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平本 七輝 （ひらもと なつき）
消防団員
インタビュー 相模原市消防団中央方面隊

第2分団第4部　学生団員

消防団員入団に関するお問合せ先
消防団の入団条件は市町村ごとに定めています。

詳しくはお住まいの市町村担当部署へお問い合わせください。

幼少期、叔父が消防団に入っていたこともあり身近に感じていました。大学
生になり、少年野球の先輩が消防団で活動していたのをきっかけに、高校時
代の地元の同級生に声をかけて消防団に入団しました。

入団のきっかけは？

私たちは、火災等の災害時に活動するだけでな
く、平時においても防災訓練の指導、春季・秋季
に火災予防広報を実施しています。また、歳末に
は、火災特別警戒を行い、地域に密着した安心・
安全に繋がる活動をしています。

普段はどのような活動をしていますか？

消防車両等の点検整備と地域巡回を月に２回、1回あたり３時間くらいの
活動を行っています。災害出動は年６回程度ありました。

毎月の消防団活動の回数及び活動時間を教えてください

学生は消防団活動を通して、地域に貢献した証となる学生消防団活動認証
制度を就職活動に活かすことができます。私はアルバイトでライフガードを
やっていましたが、消防団研修等で学んだ応急救護やAED の使い方などは
すごくためになりました。「自らの地域は自ら守る」という郷土愛護の精神は
私の成長に繋がっています。

消防団に入団してよかったと思うことは？

市消防操法大会のポンプ車操法に出場しました。この種目を通して、消防技
術が向上しただけでなく、年齢差がある部員間で結束力が強まり、連帯感が
できたことによってその後の消防団活動が充実していきました。消防団活動
は負担が多く大変ではないかと思っていましたが、それほどではなく大学や
アルバイトと両立できています。

消防団活動において印象深いエピソードを教えてください

消防団活動を多くの人に理解して
もらうことが重要だと感じていま
す。引き続き、地域の防災リーダー
として先頭にたって頑張っていき
ます。大学卒業後には、消防団活動
で得た知識と経験を活かし、消防
職員になって人々の安心と安全に
貢献したいです。

今後の目標をお聞かせください。

（令和6年度時点）


